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a－
拾
うヘ

拾
う
技
術
研
究
会
編

日
経
出
版

J

f

五
十一
年
八
月
発
行

二一
O
O
円、

「
拾
う」
と
は、
も
っ
と
も
生
き
も
の
的

な
行
為
そ
の
も
の
と
い
え
る。
と
く
に
エ
コ

ロ
ジ
カ
ル
な
世
界
で
は、
本
質
的
に
捻
て
る

概
念
は
な
い。
本
内
は
こ
う
し
た
こ
と
に
科

学
技
術
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て、
拾
う
文

化
か
ら
新
し
い
文
明
へ
の
道
を
政＋案
し
よ
う

と
す
る、
ユ
ニ
ー
ク
な
技
術
編
で
あ
る
と
い

え
る。（

屯
気
通
信
大
学
助
教
佼
An
団
関
平）
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A－
近
衛
文
麿

ヘ
矢
部
貞
治
著

読
売
新
聞
社

J

F

五
十一
年
七
月
発
行

七
O
O
O
円」

昭
和
二
十
七
年、
弘
文
堂
か
ら
矢
部
貞
治

博
士
の
手
に
成
る
『
近
衛
文
麿』
（
上・
下

二
巻）
が
出
版
さ
れ
た。
そ
れ
は
近
衛
の
伝

記
と
い
う
形
を
と
っ
た
が、
そ
の
内
容
は
単

に
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず、
昭
和
政
治
史
の
第

一
資
料
と
し
て
大
変
な

ぶれ
草ア
と
い
う
高

い
評
判
を
得
た。

そ
の
後
長
い
間
絶
版
と
な
っ
て
い
て、
研

究
者
の
間
か
ら
再
版
の
要
望
が
強
仁
寄
せ
ら

れ
て
い
た
が、
今
回
読
売
新
聞
社
か
ら
復
刻

版
と
し
て一
巻
に
な
っ
て
本
件
が
刊
行
さ
れ

た。
巻
末
に
は
奥
村
房
夫
氏
の
「
解
題」
が

つ！穐

引u
評
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る

推
薦
図
押・
論
文
の
短

評
を
掲
載
致
し
ま
す。

新
た
に
付
加
さ
れ、
本
舎
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
る。
い
つ
読
ん
で
も命
名
著。

だ
と
痛
感
す
る。

・（
早
稲
田
大
学
教
授

大
谷
恵
教）

A－
建
れ
人
間
経
済
学

ヘ
坂
本
二
郎
著

創
世
紀

J

／

五
十一
年
九
月
一
二
O
O
円」

ス
ミ
ス、
マ
ル
サ
ス、
リ
ス
ト、
マ
ル
ク

ス、
マ
ー
シ
ャ
ル、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
l、
ケ

イ
ン
ズ、
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
八
人
の
経
済

学
を
実
に
判
り
易
く
見
直
し
て
い
る。
マ
ル

ク
ス
を
「
偉
大
な
る
独
断
論」
と
評
し
た
り、

現
代
へ
の
対
比
が
見
事
で
あ
る。
病
の
控
え

つ
つ
あ
る
坂
本
さ
ん
よ
魁
れ。

（
慶
応
義
登
大
学
教
授

加

藤

寛

av

征

言

の

な

か

の

真

実

J

ヘ
ト
ラ
ン
ケ
ル
著

一

一
植
村
秀
三
訳

一

／

五
十一
年
六
月
発
行

三
0
0
0
同」

こ
の
ご
ろ
は
裁
判
で
証
言
を
イ
デ
ロ
オ
ギ

ー
か
ら
ま
げ
よ
う
と
す
る
よ
う
な
遺
憾
な
傾

向
が
あ
り
ま
す
が、
証
言
の
信
用
性
は
厳
密

な
科
学
的
吟
味
の
下
で
始
め
て
可
能
で
あ
り

ま
す。
す
な
わ
ち
供
述
心
理
学
と
い
う
見
地

金
剛
出
版

か
ら、
今
の
さ
わ
が
し
い
い
く
つ
か
の
刑
事

事
件
を
見
る
必
婆
が
あ
り
ま
す。
本
書
は
そ

の
占…
で
類
内
の
少
な
い
す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ

り、
注
同
さ
れ
て
よ
い
と
思
い
ま
す。

（
上
智
大
学
教
授

新
山
徳
商）

Aマ

由寝

具ヘ
飯
沼
二
郎
f

J

一

掘

尾

尚

志
1

一

／

五
十
二
ヰ
十
月
発
行
二
ニ
O
O
同」

農
具
の
歴
史
を
の
べ
た
手
頃
な
本
は
従
来

と
ほ
し
か
っ
た。
こ
の
本
は
そ
の
空
白
を
う

ず
め
て
く
れ
る。
さ
ら
に
内
容
は
農
具
自
体

の
変
避
を
た
ど
る
に
と
ど
ま
ら
ず、
そ
れ
を

通
じ
て
日
本
の
風
土
条
件
や
文
化
的
特
質
に

及
び、
歴
史
上
の
重
要
か
つ
有
名
な
諸
条
件

に、
内腿
具
が
い
か
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
た

か
を
例
示
し
て
く
れ
て
い
る。

（
青
山
学
院
大
学
講
師

法
政
大
学
出
版
局

筑
波
品川市
治

A－
中
国
現
代
史
研
究
序
鋭

ヘ
今
掘
誠
二
著

勤
草山内
房

J

／

五十一
年
四
月
発
行
一
九
O
O
問」

抑制
年
の
中
悶
近
代
史
学
に
関
す
る
著
者
の

学
識
が
い
よ
い
よ
円
熟
し
つ
つ
あ
る
な
か
で、

本
書
は
中
国
現
代
史
研
究
の一
つ
の
創
造
的

パ
タ
ー
ン
を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
同
時

に、
地
域
小
と
し
て
の
中
国
研
究
の
方
法
を

も
示
唆
し
た
も
の
と
い、え
よ
う。
と
く
に
中

国
社
会
史
の
立
場
か・り
す
る
第一
章
「
中
華

帝
国」
が
興
味
深
く、
ま
た
随
所
に
見
ら
れ

る
著
者
の
毛
沢
東
評
価
は
『
毛
沢
東
研
究
伴

説』
の
著
者
な
ら
で
は
の
独
自
な
も
の
で
あ

ヲ匂。（
東
京
外
国
語
大
学
助
教
授

中
白川
徹
雄

イじ

文

－
＋
二
月

・
月
例
懇
議
会
の
お
知
ら
せ

今
年
も
残
り
少
く
な
り
ま
し
た
。

本
年
故

後
の
月
例
副部
談
会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
の
で、

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す。

日

時
：
；
：
十
二

月
二

十一
日
（
火）

午
後
二
時
か
ら

場
所
：
・
：
円
本
文
化
会
泌
談
店
主

テ

！
？
：
：
：
「一
九
七
六

年
を
顧
み

る
」

今
回
は
佐
瀬
白
山崎
（
防
衛
大
乍
教
授
）

柴
悶

穂
（
サ
ン
ケ

イ

新
聞）

志
水
速
雄
（
東
京
外
相聞
大
助
教
校）

林

三
郎
（
東
海
大
学
教
授）

本
川
氏
世
（
東
京
大
学
教
授）

の

各
氏
を
閤
み
、

パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ

ン

を
お
こ
な
い
ま
す。

多
数
御
参
加
く
だ
さ

い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す。

合

令

新
会
R

av
中
原
伸
之

（
経
済
評
論
家）

干
回

世
田
谷
区
尾
山
台
二
l一
九
｜
七

T
E
L
七
O
ニ
・

五
五
七
七
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